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旧第十中学校跡地活用等基本計画 

アンケート調査結果 

1． 調査概要

1.1 調査の目的

区内スポーツの現状と課題、想定される利用者ニーズの把握等を通し、施設に求められる具体

的な機能、望ましい運営のあり方等を検討することを目的として、アンケート調査を実施した。 

1.2 調査期間

平成 29 年 9 月 21 日（木）～平成 29 年 10 月 10 日（火） 

1.3 調査方法

メール又は紙面郵送によりアンケート票を送付し回答を依頼した。 

1.4 調査対象

豊島区体育協会の加盟団体・支援団体、旧第中学校利用者協議会所属団体、総合型地域スポー

ツクラブ、周辺の中学校・高等学校及び豊島区と包括協定を結ぶ「としまコミュニティ大学」を

対象にアンケート調査表を配布し、下表の団体より回答を得た。

団体カテゴリ 団体名

豊島区体育協会 加盟団体

豊島区サッカー協会

軟式野球連盟

豊島区少年野球連盟

豊島区ラグビー協会

豊島区ゲートボール協会

豊島区テニス連盟

豊島区ソフトボール協会

豊島区体育協会 支援団体
豊島区スポーツ少年団

地域総合型椎の美スポーツクラブ

旧第十中学校

利用者協議会

所属団体

テニス

トワニー

みみずくテニスサークル

十中テニス愛好会

平和ソフトテニスクラブ

豊島区スポーツボランティアリーダー四季

少年野球 豊島区少年野球連盟（十中支部）

サッカー 豊島サッカークラブ

総合型地域スポーツクラブ 西巣鴨中学校地域スポーツクラブ

中学校・高等学校

東京都立豊島高等学校

城西大学附属城西中学・高等学校

学校法人豊南学園 豊南高等学校

大学

学習院大学

川村学園女子大学

大正大学

帝京平成大学

立教大学



 資料４－２ 

2 

2． 結果概要

（１）まとめ 

アンケートの結果、豊島区の各スポーツ団体は、練習・大会など積極的な活動を実施している

が、区内施設の不足を感じている団体が多く、他区の施設、都の施設などを利用している団体も

複数存在することが明らかとなった。 

 そのため、新たに野外スポーツ施設が整備された場合、既存の旧第十中学校の利用団体だけで

なく、現在利用していない競技団体からスポーツクラブ、近隣の中学校・高校、大学のクラブに

いたるまで多くの団体が積極的な利用意向を有している。 

利用頻度としては、週複数回の練習利用、年数回の大会利用を想定している団体が多く、利用

日時および時間帯としては、平日夜間と土日祝日に利用を想定している団体が多い。特定の日時・

時間帯に利用希望の集中が想定されることから、本施設の運営に対して、利用団体を登録制にす

ること、予約システムの導入、利用調整会議の設置などを求める団体が非常に多くなっている。 

具体的に施設に求める機能として、グラウンド、野球場、テニスコートを複数の団体が求めて

いる。グラウンドについては多目的な利用が可能なもの、野球場については特に少年野球場、テ

ニスコートについては 2～3面を複数の団体が求めている。また、駐車場、駐輪場、更衣室・シャ

ワーを完備したクラブハウス（管理棟）、トイレ、保管庫、照明設備などの機能も複数の団体が求

めている。その他、近隣住民への配慮を求める回答や経済性に配慮した施設整備・運営を求める

回答が複数の団体から得られた。 

（２）各質問項目に対する回答・意見の概要 

１．現在の団体の活動状況

 各団体が練習・大会など積極的な活動を実施している。 

 練習場所としては、主に区立スポーツ施設である総合体育場、南長崎スポーツセンター、

埼玉県三芳町にある三芳グランド、また区内小中学校の学校開放が活用されている。 

 各施設、利用を希望する団体が非常に多い。抽選等の利用調整が行われる中で、十分な活

動時間を確保できず、施設数の不足を指摘する団体が多い。また、そういった状況の中で、

他区の施設や都の施設を利用している団体も複数存在する。 

 三芳グランドや区外施設を利用している団体は、交通費の負担が重くなっている。 

 大学における部活、サークルの活動は、主には学内施設で実施されているが、区立施設を

はじめ、学外施設を利用している団体も存在する。 

２．本施設の利用について

１）利用意向・利用形態 

 現在、旧第十中学校のグランド、テニスコートを使用している団体は今後も従来どおりの

利用意向があり、また現在利用していない団体のうち多くの団体が新たに整備される施設

を利用したいと考えている。 

 利用形態として、各団体が子どもから高齢者まで幅広い年齢層の利用、また練習利用から

大会利用まで様々な形態の利用を想定している。 

 中学校・高校、大学についても部活やサークルの活動の場として利用意向が強い。 
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２）利用頻度 

 週複数回の練習利用、年数回の大会利用を想定している団体が多い。 

 特に学生の場合、夏休みや冬休みなど長期休暇期間中の利用を想定している団体が多い。

３）利用日時・時間帯 

 平日夜間と土日祝日の利用を想定している団体が多く、特に大会利用の想定は、土日祝日

に集中している。 

 中学校・高等学校の部活動については、平日の放課後と長期休暇期間の利用を想定する団

体が多い。 

３．本施設に求める機能

 グランド、野球場、テニスコートは複数の団体が求めている。 

 グランドは、大会が開催できる規格のものを求めている。また、多目的な利用を可能とす

るグランド整備を複数の団体が求めている。 

 野球場は、特に少年野球場を複数の団体が求めている。 

 テニスコートは、2面～3面を複数の団体が求めている。 

 駐車場は、競技に使用する用具が多いため十分な数が必要とする意見と、最小限にして競

技施設のスペースを確保したほうがよい、とする意見がある。 

 夜間利用を想定した照明設備の設置を複数の団体が求めている。 

 その他、更衣室・シャワーを完備したクラブハウス・管理棟、トイレ、保管庫などを求め

る団体も複数存在する。 

４．本施設の運営について

 利用団体を登録制にすること、予約システムの導入、利用調整会議の設置を多くの団体が

求めている。特に、施設の質を保つために一般開放ではなく施錠管理を求める団体が複数

存在する。 

 利用の際の優先順位の考え方、料金設定、管理人の設置などに関する意見が多い。 

５．その他

 近隣が住宅地であるため騒音など住民への配慮が必要であること、駐車場や観客スペース

の整備は最小限でよいなどの回答が複数の団体から得られた。 

 清掃などの維持管理コストに配慮した施設設計が必要との意見が複数の団体から得られ

た。 


